
令和８年６月１９日 
 
各  位 
 

公益財団法人 本多記念会 
                            理事長 前田 正史 

 
第６８回（令和９年度）本多記念賞受賞候補者の推薦依頼について 

 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
当財団はお陰をもちまして多方面のご協力とご援助により順調な進展を遂げ、創立

６９年目を迎えることができましたこと深く感謝申し上げます。 
さて、当財団は、故本多光太郎先生の偉業を永く記念して、金属及びその周辺材料に

関する学術の振興に寄与する目的で、学界、産業界等の分野で輝かしい貢献をされた方

に「本多記念賞」を贈り、その功績を表彰してまいりました。 
つきましては、第６８回（令和９年度）の本多記念賞受賞候補者を募集いたしますの

で、「募集要項」によりご推薦いただきたく、ご依頼申し上げます。 
なお、貴関係機関に対しましても、周知方よろしくお願い申し上げます。 

敬具 
 

記 
 
１ 送付書類 
  第６８回（令和９年度）本多記念賞受賞候補者推薦書用紙（３枚綴） 1 通 
２ 推薦締切期限 
  令和８年９月４日（金）厳守 
３ 推薦・応募書類の提出先（当財団事務局） 
   〒９８０－８５７７ 仙台市青葉区片平二丁目１－１ 
             東北大学金属材料研究所内 
              公益財団法人 本多記念会 
               （電話）０２２－２１５－２８６８ 
４ お問い合わせ先 
  ご不明の点がありましたら上記事務局にご照会ください。（月～金曜 ９～１７時） 

 
 
 



本多記念賞受賞候補者募集要項 
 
本多記念賞受賞候補者の募集は、本多記念賞規程に基づき、この要項により実施する。 
１ 賞の目的及び対象 
   わが国に国籍を有する者で、理工学、特に金属およびその周辺材料に関連する

研究を行い、基礎または応用面において優れた成果を挙げ、科学文化の進展に卓

抜な貢献をした者を対象とする。 
なお、団体は受賞対象としない。 

２ 本賞と副賞 
  本賞：金メダル、副賞：２００万円（毎年１件を予定） 

３ 推薦者 
   理工系の大学、国公私立研究機関、学会、関連の企業および当記念会の委嘱す

る個人。ただし、同一推薦者による推薦件数は１件に限るものとする。 
   なお、推薦者は、候補者を推薦するに当たり、過去の受賞者一覧（当記念会ホ

ームページに掲載）を参考に推薦するものとする。 
４ 推薦手続 
   本会所定の推薦書（記入は黒色で）正副各１通に次の資料を添付して、本会に

提出する。 
    主要業績リスト（５０篇以内）              ３通 
    主要業績別刷（主要業績リストに記載の業績の内５篇以内） ３通 
  ※推薦書及び主要業績リストは片面での印刷とする 
５ 推薦締切期日 

令和８年９月４日（金） 
 ６ 選考方法 
    学識経験者から成る選考委員会を設けて選考し、理事会において受賞者を決定

する。なお、必要ある場合は、上記提出資料のほかに、追加資料の提出または説

明を求めることがある。 
 ７ 受賞者発表及び授賞式の期日 
    令和９年２月２３日（本多光太郎先生誕生日）に公表する。授賞式は５月又は

６月。 
 ８ 提出書類の送付先、問い合わせ先 
    〒９８０－８５７７ 仙台市青葉区片平二丁目１－１ 
               東北大学金属材料研究所内 
                公益財団法人本多記念会 
                 （電話）０２２－２１５－２８６８ 

 
            ホームページ http:// hondakinenkai.or.jp/ 
           （推薦書はホームページよりダウンロードすることができます。） 
（注）推薦を受けた候補者は、その年度および次の年度にわたって選考の対象とします。 

従って令和８年度に新たに推薦された候補者については、令和９年度候補者として再度

推薦書の提出は必要はありませんが、令和８年度の推薦以降において、追加すべき顕著

な業績または発表や受賞があり加筆が必要な場合は、再提出いただいても結構です。 
ただし、「主要業績リスト（５０篇以内）」及び「主要業績別刷（主要業績リストに記載

の業績の内５篇以内）」を各３通を再度提出してください。 



第６８回本多記念賞 
受賞候補者推薦書 

受

付 

Ｎｏ． 
令和  年  月  日 

 
 

推 薦 者（代表） 
                          提出月日 令和  年  月  日

（ふりがな） 
氏 名           印   候補者に対する関係                 
 
職 業                     
 
   〒         
 
所在地                      電 話（  ）            

 
 

受 賞 候 補 者 
 
（ふりがな）             （提出時）      大 正 
氏 名               年 齢   歳  昭 和  年  月  日生 
   〒 
現住所                        電 話（  ）       
 
所属機関                       役 職           
   〒 
所在地                        電 話（  ）       
 
学 位                        E メール          
経 歴 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月            
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 



 
 
受賞の対象となる業績の題目 
 

 
 

   
受賞の対象となる業績の概要（３,０００字程度） 

   
 

 



 

 

参  考  事  項（賞・特許など） 

 

 



本多記念賞受賞者一覧 

回 年 月 日 受 賞 者 受 賞 対 象 業 績 
選 考 委 員 

委 員 長 委員数 

１ 昭３４．５．２５ 村 上 武次郎 鉄鋼の物理冶金学的研究 真 島 正 市 １６名 

２  ３５．５．２１ 茅   誠 司 金属強磁性結晶体に関する研究 齋 藤 省 三 １７名 

３  ３６．５．２７ 小 野 鑑 正 金属の疲労の研究並びにその実地応用面の開拓 山 田 良之助 １７名 

４  ３７．５．１０ 増 本   量 強磁性金属及び合金の異常性の研究 茅   誠 司 １７名 

５  ３８．６． １ 西 村 秀 雄 アルミニウム三元素合金平衡状態図の系統的研究 武 藤 俊之助 １７名 

６  ３９．５．１６ 武 井   武 OP 磁石の発明及びその応用 武 藤 俊之助 １７名 

７  ４０．５． ８ 廣 根 徳太郎 金属電子論及び統計力学に基づく金属合金の理論並

びに化合物磁性の研究 多賀谷 正 義 １７名 

８  ４１．５． ７ 的 場 幸 雄 製鋼反応の物理化学的研究 佐 野 幸 吉 １７名 

９  ４２．５．１３ 三 島 徳 七 MK 磁石の研究及び発明 吾 妻   潔 １７名 

１０  ４３．５．１１ 澤 村   宏 鉄鋼の物理化学的研究並びに鋳鉄の研究 関 口 春次郎 １３名 

１１  ４４．５． ９ 藤 原 武 夫 
特定の結晶方位をもつ金属単結晶の製作法の創案と

結晶異方性に関する研究並びに新しいＸ線ラウエ回

折法の創案とその応用 
澤 村   宏 １１名 

１２ ４６．６． ４ 佐 藤 知 雄 鉄鋼中の炭化物に関する研究 廣 根 徳太郎 １１名 

１３  ４７．５．２３ 西 山 善 次 マルテンサイト変態の結晶学的研究 山 田 良之助 １１名 

１４  ４８．５．２２ 関 口 春次郎 鋼材の溶接に関する研究 岡 田   實 １１名 

１５  ４９．５．１６ 五十嵐   勇 強力アルミニウム合金の研究開発 石 田 四 郎 １１名 

１６  ５０．５． ９ 佐 野 幸 吉 鉄鋼製錬の化学冶金学的研究 五 弓 勇 雄 １１名 

１７  ５１．５．２４ 岡 田   實 溶接冶金学の確立とプラズマ熱加工分野の開拓 白 川 勇 記 １１名 

１８  ５２．５．１９ 今 井 勇之進 鋼の合金元素としての窒素の作用 佐 野 幸 吉 １３名 

１９  ５３．５．１８ 作 井 誠 太 金属材料の衝撃変形に関する研究 的 場 幸 雄 １３名 

２０  ５４．５．１７ 木 原   博 
溶接構造用高張力鋼および低温用鋼の溶接性ならび

にぜい性破壊特性に関する研究 佐 野 幸 吉  ７名 

２１  ５５．５．１２ 白 川 勇 記 金属・合金の磁性研究と新磁性材料の開発に関する業績 廣 根 徳太郎 ７名 

２２  ５６．５． ８ 五 弓 勇 雄 金属塑性加工に関する基礎的研究とその応用 田 中 良 平  ７名 

２３  ５７．５．２４ 橋 口 隆 吉 金属工学における格子欠陥の研究 村 上 陽太郎  ７名 

２４  ５８．５． ９ 竹 内   榮 金属の統計熱力学的研究 神 田 英 藏  ７名 

２５  ５９．５．１４ 不 破   祐 鉄鋼製錬の物理化学的研究 幸 田 成 康  ７名 

２６  ６０．５．２０ 村 上 陽太郎 非鉄金属材料の金属組織学的研究 辛 島 誠 一  ７名 

２７  ６１．５．１２ 鈴 木   平 金属および合金の結晶の強度に関する研究 井 垣 謙 三  ７名 

２８  ６２．５．２１ 鈴 木 秀 次 金属中の転位と格子欠陥に関する先駆的研究 小 島   浩  ７名 



回 年 月 日 受 賞 者 受 賞 対 象 業 績 
選 考 委 員 

委 員 長 委員数 

２９  ６３．５．１８ 盛   利 貞 鉄冶金物理化学の研究 加 藤 榮 一  ７名 

３０ 平 元．５．１７ 高 村 仁 一 材料科学への格子欠陥的立場からの貢献 中 川 龍 一  ７名 

３１   ２．５． ９ 久 松 敬 弘 金属材料の耐食性の向上に関する研究 藤 田 英 一  ７名 

３２   ３．５．１５ 近 角 聰 信 強磁性体の物性と応用に関する研究 小 松   登  ７名 

３３   ４．５．１３ 増 本   健 アモルファス金属の材料学的研究 長 倉 繁 麿  ９名 

３４   ５．５．１９ 堂 山 昌 男 金属結晶欠陥の研究 竹 内   伸  ７名 

３５   ６．５．１８ 守 谷   亨 金属磁性の理論的研究 明 石 和 夫  ９名 

３６   ７．５．１７ 橋 本 初次郎 電子回折顕微鏡法による金属および結晶性材料の研究 石 野   栞  ９名 

３７   ８．５．１５ 清 水 謙 一 マルテンサイト変態など各種相変態ならびに形状記

憶効果と超弾性に関する先駆的研究 笛 木 和 雄  ９名 

３８   ９．５．１４ 平 林   眞 無機材料の結晶構造と相変態および欠陥構造に関す

る研究 江 見 俊 彦  ９名 

３９  １０．５．１３ 西 澤 泰 二 材料組織の設計・制御に関する熱力学的研究 小 川 恵 一  ９名 

４０  １１．５．１４ 金 森 順次郎 遷移金属磁性の研究 小 岩 昌 宏  ９名 

４１  １２．５．１０ 藤 田 英 一 格子欠陥を中心とする金属物理分野における先駆的

研究 南 雲 道 彦  ９名 

４２  １３．５．１１ 前 田   弘 Bi 系酸化物高温超伝導材料の発見及び開発 平 賀 贒 二  ８名 

４３  １４．５．１０ 佐 野 信 雄 鉄鋼製錬反応の熱力学および速度論的研究 入戸野   修  ９名 

４４  １５．５． ９ 佐 川 眞 人 超強力ネオジム・鉄・ボロン永久磁石の発明と工業化 井 野 博 満 １０名 

４５  １６．５．１４ 鈴 木 謙 爾 パルス中性子散乱による液体ならびにアモルファス

金属の構造に関する研究 三 島 良 直  ８名 

４６  １７．５．１３ 平 井 敏 雄 セラミック・ナノ・コンポジットおよび傾斜機能材料

に関する研究 小 岩 昌 宏  ７名 

４７  １８，５．１２ 岸   輝 雄 材料の非破壊評価に関する研究 山 本 雅 彦  ７名 

４８  １９．５．１１ 新 庄 輝 也 金属人工格子研究分野の創始 小 島   陽  ７名 

４９  ２０．５． ９ 藤 森 啓 安 アモルファス・ナノ特殊構造物質の磁性の研究 水 谷 宇一郎  ７名 

５０  ２１．５． ８ 竹 内   伸 固体の塑性変形機構に関する研究 坂   公 恭  ７名 

５１  ２２．５．１４ 早稲田 嘉 夫 
ランダム系物質の微視的構造解明及び X 線異常散乱

を利用する新しい構造解析法の開発と材料工学への

応用 
猪 俣 浩一郎  ７名 

５２  ２３．７． １ 坂   公 恭 透過型電子顕微鏡による無機材料の微細構造とプロ

セッシングのキャラクタリゼーション 田 村 剛三郎  ７名 

５３  ２４．５．３０ 佐久間 健 人 セラミック材料の物性に関する研究 細 谷 佳 弘  ５名 

５４  ２５．５．３１ 細 野 秀 雄 透明酸化物の新機能開拓と応用展開に関する先駆的

研究 粟 倉 泰 弘  ７名 

５５  ２６．５．２９ 十 倉 好 紀 遷移金属酸化物における強相関電子機能の開拓 幾 原 雄 一  ６名 



回 年 月 日 受 賞 者 受 賞 対 象 業 績 
選 考 委 員 

委 員 長 委員数 

５６  ２７．５．２９ 宮 崎 修 一 チタン系形状記憶合金の研究と開発 新 家 光 雄  ９名 

５７  ２８．５．２７ 村  上  正  紀 次世代電子デバイイス用の高機能金属電極材料の創

製 石 田 清 仁 １０名 

５８  ２９．５．２９ 石  田  清  仁 合金状態図と組織制御に関する基礎及び応用研究 掛 下 知 行 １２名 

５９  ３０．５．２９ 深 道 和 明 先進磁性機能材料の基礎から応用への展開 松 宮   徹 １０名 

６０ 令 元．５．３１ 新 家 光 雄 生体硬組織機能材料の研究開発 小野寺 秀 博 １０名 

６１   ２．１１．６ 宝 野 和 博 ナノ構造制御による先進金属材料の開発 小野寺 秀 博 １０名 

６２  ３．１１．２６ 永 長 直 人 金属磁性体における量子輸送現象の理論研究 白 井 泰 治 １０名 

６３   ４．５．２７ 花 田 修 治 先進構造材料の高機能化に関する研究 東   健 司 １０名 

６４   ５．５．２６ 前 川 禎 通 磁性と伝導及びスピンエレクトロニクスの基礎的研

究 東   健 司 １０名 

６５   ６．５．２４ 三 島 良 直 金属系構造材料の学理探求と合金開発 木 村   薫 １０名 

６６   ７．６． ５ 小 池 淳 一 金属工学に基づく超微細薄膜配線の研究開発 津 﨑 兼 彰 １０名 

６７   ８．６． ４ 堀 田 善 治 巨大ひずみ加工による組織・構造制御と材料開拓 辻   伸 泰 １０名 
注 昭和４５年度は、本多先生生誕百周年記念式典が行われたので、本多記念賞の贈呈は、取りやめとなった。 




